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1 はじめに  

近年，ホームネットワークにおいて，DLNA[1] 

に準拠した AV 家電が普及している．また，デジ 

タルサイネージや車載マルチメディア，ビル内 

の電子掲示板など，DLNA を従来のホームネット 

ワーク環境以外でも活用されつつある．これら 

の環境では，共通のコンテンツを複数の端末で 

視聴することを想定されており，同一コンテン 

ツを同期して再生したいというニーズがある． 

一方で，DLNA には，同期再生についてのユース 

ケースは定義されていない．本稿では，DLNA 対 

応機器を用いたコンテンツの同期配信制御方式 

について提案する． 

 

2 DLNA（Digital Living Network Alliance） 

DLNA とは，ホームネットワークに接続された

AV 機器間の相互接続性を保証するためのガイド

ライン，及び，このガイドラインを策定する標

準化団体を指す．DLNA では，AV 機器同士の通信

プロトコルとして UPnP (Universal Plug and 

Play) を採用している．また，DLNA では，基本

的な機器の役割を「デバイスクラス」で分類し

ており，本稿では以下の２種類を取り扱う． 

 DMS(Digital Media Server) 

コンテンツを保持し DMP に配信する機器． 

 DMP (Digital Media Player) 

DMS から配信されたコンテンツを再生する機器． 

 

2.1 DMS-DMP 間通信 

DMS は，配信可能なコンテンツの一覧（コンテ

ンツリスト）を生成し、DMP に対して配信する．

DMP は，取得したコンテンツリストから再生した

いコンテンツの属性情報（res 要素）に記載され

たアドレス(URL)に対し，コンテンツの取得要求

(HTTP GET)を出すことによって DMS のコンテン

ツを取得し，再生を開始することが出来る． 

 

 

 

 

2.2 動画コンテンツの種類 

 本稿では，DLNA で取り扱う動画コンテンツを

次の２種に分類する． 

 蓄積コンテンツ 

DMS はコンテンツ全体を記録しており，DMP は

コンテンツ全体を再生することができる。 

 ライブコンテンツ 

DMS はビデオカメラや放送波の映像を一時記録

しており，DMP へリアルタイムに転送する．

DMP は，DMS が一時蓄積している分だけ再生す

ることができる． 

 

2.3 同期再生の問題点とアプローチ 

 DLNA では，DMS は，複数の DMP に対して同一

のコンテンツを配信することができる．ただし，

蓄積コンテンツの場合，コンテンツの再生位置

は，DMP からのコンテンツの取得要求に依存する

ため，DMP 毎に異なる．そのため，蓄積コンテン

ツを対象とした同期再生を実現するためには，

DMP 間の再生位置を合わせる必要がある．一方で，

ライブコンテンツの場合は，再生位置を DMS が

決めており，DMP 間の再生位置を合わせる事がで

きる．そこで，本稿では，従来の DMS に手を加

え，ライブコンテンツ再生の仕組みを蓄積コン

テンツ再生に応用することで，蓄積コンテンツ

の同期再生を実現する． 

 

3 提案方式 

3.1 要求定義 

 本稿で目指す蓄積コンテンツ向け同期再生で

は、以下の要求定義を満たすものとする。 

（１） 蓄積コンテンツを対象とした同期再生 

（２） DLNA ガイドラインに準拠 

DLNA 対応機器との相互接続性を維持する． 

（３） 同期再生と通常再生を併存 

蓄積コンテンツに対する通常再生と同期

再生を DMP から選択できるようにする． 
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3.2 配信状況によるコンテンツリスト動的変更 

 DMS は，DMP から蓄積コンテンツに対する取得

要求を受け付けると，指定されたコンテンツの

情報を複製し，同期再生用のコンテンツとして

コンテンツリストに追加する．この時，コンテ

ンツ名称とコンテンツを取得するためのアドレ

スには，同期再生用のコンテンツであることが

分かるように変更する．DMS が配信するコンテン

ツリスト（XML 文書）の例を図１に示す． 

 

 

<item id="0" parentID="7" restricted="1"> 

 <dc:title>TestContent</dc:title> 

       （中略） 

 <res ...(中略）...> 

 http://192.168.0.2:12345/content/1 

 </res> 

</item> 

 

 

<item id="1" parentID="7" restricted="1"> 

 <dc:title>TestContent_Sync</dc:title> 

       （中略） 

 <res ...(中略）...> 

 http://192.168.0.2:12345/content/1/sync 

 </res> 

</item> 

図１．同期配信用のコンテンツリスト追加 

他の DMP は，通常再生用のコンテンツと同期

再生用のコンテンツの 2 つから選択することが

できる．これにより，蓄積コンテンツに対する

同期再生を開始することができる． 

 

3.3 コンテンツ送信のフロー制御 

 DMS は，ライブコンテンツ送信方法を応用し，

同期配信を開始すると，同期配信用の一時デー

タ蓄積に使用する共通バッファ領域を生成する．

続いて，蓄積コンテンツの一部を共通バッファ

領域に読み出し，配信対象の全 DMP に対して送

信し終えると次の領域を読み出す．このように，

共通のデータを複数の DMP に対して送信するこ

とによって，DMP 間の再生位置を同期させること

ができる． 

 

3.4 動作例 

 図２に本システムの処理シーケンスを示す．

DMP A が最初にコンテンツの再生を開始し，DMP 

B が再生中のコンテンツに同期する例である． 

 
図３．シーケンス例 

3.4 特殊再生対応 

 DLNA では，早送りや巻き戻しといった特殊再

生を行う事が出来る．各コンテンツの特殊再生

可否は，コンテンツリストに含まれるフラグを

用いて表現することができる．同期再生中の全

DMP が特殊再生操作を開始すると，共通バッファ

では対応できなくなる．そこで，特殊再生を開

始できる DMP を限定し，該当する DMP へ配信す

るコンテンツリストにのみこのフラグを立てる．

DMP を限定するルールとして，最初に再生を開始

した DMP，或いは，特定のアドレスを持つ DMP な

どの方法が考えられる． 

 

４．まとめと今後の課題 

 本稿では，DLNA 規格に準拠した，蓄積コンテ

ンツを対象とする同期再生のための配信制御方

式について提案を行った．今回提案した方式で

は，個々の DMP の性能や，通信状態の差に依存

して，データを受信してから実際に映像が表示

されるまでに誤差が生じてしまう．そのため，

例えば誤差ミリ秒オーダーの厳密な同期が必要

なケースの場合，本方式だけでは不十分であり，

今後の課題である． 
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